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つるが歴史遺産
まちの宝を発 見 ！

洲崎の高燈籠

湊のシンボルです！

案内人
学芸員　坂東佳子

広報担当者の広報担当者の

つぶやきつぶやき

つるがで輝くあの人を紹介

まちの　　　  びとキラリ

高た
か

燈と
う

籠ろ
う

…
敦
賀
湊
の
原
風
景

　

江
戸
時
代
、
敦
賀
湊
へ
の
入
船
は
、
寛
文
期

（
１
６
６
１
年
～
）
に
２
，
６
０
０
艘
前
後
を
誇

り
ま
し
た
が
、
西
廻
り
航
路
の
影
響
で
明
和
期

（
１
７
６
４
年
～
）
に
は
５
０
０
艘
に
激
減
し
ま

し
た
。
こ
の
打
撃
を
緩
和
し
た
の
が「
茶
の
輸
出
」

と
「
松
前
貿
易
」
で
あ
っ
た
と
、
昔
の
本
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
「
北
国
は
寒
き
故ゆ

え

茶
な
し
」（
貝
原
益
軒
『
諸
州
巡
覧
記
』

よ
り
）
と
、
敦
賀
か
ら
以
北
の
国
々
に
茶
を
輸
出
し

た
商
売
は
、
元
々
「
今い

ま
は
し
は
し
づ
め

橋
々
爪
」
で
あ
っ
た
町
の

名
が
、
茶
問
屋
が
多
く
な
っ
た
た
め
「
茶ち
ゃ
ま
ち町
」
と

変
化
し
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
大
繁
盛
し

ま
し
た
。
や
が
て
北
国
で
も
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、近
世
後
期
に
は
茶
町
は
衰
退
し
、

残
る
は
町
名
だ
け
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
松
前
貿
易
は
ニ
シ
ン
や
昆
布
な
ど
の
移

入
と
、
敦
賀
産
の
釘く

ぎ

や
、
紙
、
石
灰
、
縄
な
わ
む
し
ろ筵な
ど

の
移
出
が
明
治
期
、
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で
続
き

ま
す
。
こ
の
多
く
の
い
わ
ゆ
る
「
松
前
物
」
を
運

ん
だ
「
北
海
を
往
か
よ
ふ
船
（
北
前
船
）」（『
敦
賀
志
』

よ
り
）
が
目
印
と
し
た
の
が
、「
茶
町
」（
現
在
の
川

崎
町
）
の
一
角
、「
洲す
ざ
き崎
」
と
も
呼
ば
れ
た
場
所

に
建
て
ら
れ
た
髙
燈
籠
で
し
た
。

　

現
在
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
道
が
出
来
る
ま

で
、
海
辺
の
集
落
の
人
々
が
敦
賀
の
町
に
行
く
時

は
漁
船
に
便
乗
す
る
の
が
常
で
し
た
。
湾
内
で
は

高
燈
籠
を
目
印
に
川
を
上
り
魚
市
場
で
上
陸
し
た

と
言
い
ま
す
。
茶
町
の
衰
退
と
、
松
前
物
の
盛
況

と
、
洲
崎
の
高
燈
籠
は
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で

湊
の
原
風
景
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

表紙のホタルは葉原で撮影。きれいなホタルがたくさん飛んでい
ました。最近マイカメラを購入したので、良い写真を撮ろうと意
気込んで挑みましたが、とても難しかったです。カメラ購入の際、
ホタルくらいたくさんの諭吉が飛んでいったので、プライベー
トでもたくさん写真を撮って腕を磨きたいと思います。（Ｍ）

 　小学校が再開し、新１年生の長女に、集団登校の集合場
所まで、妻が付き添っていますが、２歳の次男は母親の姿が見えなくな
ると、ギャン泣きです。帰ってくるまでの５分間は、泣き止みません。
双子の長男は、長女達をニコニコして見送ってくれます。個性が違うか
ら、楽しいけれど、いまだに子育てに悪戦苦闘の毎日です。（Ｋ）

基本情報

種別：日本遺産　～北前船寄
港地・船主集落～構成文化財

（平成 29 年４月認定）

福井県指定史跡（平成４年５月指定）

享和２年（1802 年）完成
所在地：川崎町

神
楽
門
前
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て

　

敦
賀
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
る
「
氣
比
神
宮
」
は
、

年
間
70
万
人
が
訪
れ
る
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。

北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
を
見
据
え
、
観
光
客

を
取
り
込
む
た
め
に
、
平
成
29
年
に
商
店
街
・

地
元
有
志
・
ま
ち
づ
く
り
会
社
・
行
政
・
関

係
機
関
な
ど
で
「
活
き
活
き
神
楽
門
前
町
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
各
店
舗
の
魅
力
向
上
や

空
き
店
舗
解
消
、
賑
わ
い
の
創
出
を
目
指
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
地
元
の
人
間
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
が
あ
る
人
や
若
者
な
ど
に
参
加
し
て

も
ら
い
、
新
し
い
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
よ
う
」
と
平
成
31
年
３
月
に
現
在
の
「
氣

比
さ
ん
参
道
い
き
い
き
会
議
」
に
発
展
さ
せ

ま
し
た
。
今
で
は
様
々
な
世
代
や
地
域
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
イ
ベ
ン
ト
・
空
き
店

舗
の
活
用
や
新
し
い
事
業
の
企
画
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
門
前
町
で
あ
る
『
神
楽
』
へ
た
く
さ
ん
の

人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に
つ
な

げ
た
い
。」
を
念
頭
に
、
個
々
の
商
店
の
魅
力

を
高
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
し
い

発
見
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
感
染
症
の
影
響
で
、
思
う
よ
う
に

活
動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
氣
比
神
宮
前
に
な
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

うまくいかないことがほとんど。ダメ元でやっていこう。

氣比さん参道いきいき会議　代表

谷口　正宏 さん（60）

参道灯り茶屋参道灯り茶屋

顔出しパネル顔出しパネル

新たに作成した神楽バック新たに作成した神楽バック

リノベーションスクールリノベーションスクール
「敦賀Ｒハッカソン」「敦賀Ｒハッカソン」


